
校長 あいさつ 

本校は、昭和 38年に当時の琉球政府中央教育委員会において、本島中部地区の工業技術

教育の基幹校として認可され創立に至りました。 

 昭和 39年 4月に新入生 240名（自動車科 80名、電気科 80名、機械科 80名）を迎え、併

せて琉球政府立コザ高等学校から自動車科、電気科の生徒を引き継ぎ、琉球政府立中部工業

高等学校として開校しております。その後、昭和 40年に電子コース（以後、電子科へ発展）

を設置し、昭和 42年には土木科を設置しております。 

 平成 17年度から校名が美来工科高等学校に変更され、学科改編に伴いＩＴシステム科と

コンピュータデザイン科を新設しております。その後も、時代のニーズに対応した学科改編

を図りながら工業教育・情報教育の専門高校として発展を果たし、今年度、創立 60周年を

迎えることとなりました。卒業生は前身の中部工業高校から今日まで、15,775 名を数え、

県内外において幅広く活躍しております。 

 現在の学校の状況ですが、進路実績では、昨年度進路決定率が９７．５％（進学 

９７．３％・就職９７．６％）を達成し、特に進学では昨年度は、琉球大学、香川大学、鹿

屋体育大学、名桜大学、沖縄県立芸術大学、高知工科大学、長崎県立大学へ計１６名の国公

立大学合格者を輩出し、専門高校ではトップクラスの進学実績を誇ります。就職においても

県内外の優良企業に数多くの就職合格者を出しております。 

部活動では体育系（バスケット・野球・ボウリング・ボクシング・自転車・空手・バレー

ボル・ハンドボール・サッカー・バドミントン・卓球他）、文化系（機械工作・自動車整備・

電子工作・自動車整備・ＩＣＴ・写真・クリエイティブ・演劇・将棋・放送他）、多くの部

活動があり、特に男子バスケット部の県優勝やロボット競技、エコデンカー、自動車整備、

ものづくりコンテスト、写真コンテストにおいて、県大会・全国大会で大きな実績を挙げて

おります。また、国家試験（電気工事士・陸上特殊無線技士・危険物取扱者試験・ボイラー

技士・自動車整備士・土木施工管理技術者試験・情報処理技術者試験・各種技能士、ＩＴパ

スポート他）にも多くの合格者が出ております。 

本校では校訓である「物心一如」「協力一致」「謙虚な心」の精神の元、人間尊重の教育

を礎とし、すべての活動で最後までやりぬくことのできる生徒の育成を目指し、社会の変化

や科学技術の進歩に主体的に対応し、国際的な視野に立つ工業・情報分野のスペシャリスト

の育成に努めています。 

今後も産業界・地域・ＰＴＡ・同窓会等と連携協力し、地域から信頼され、期待される学

校づくりの実現に向けて全職員で取り組んで参ります。 
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